
ボジョレーの中心部、標高 250 メートルと 800 メートルのペレオン山の陽光降り注ぐペレオン コミューンに
位置し、ボ-ジョレ・ ヴィラージュに分類される急峻な丘陵地帯にあるカーヴ デュ シャトー デ ロージュは、
非常に高品質のワインを生産する恵まれた立地条件の恩恵を受け、何世代にもわたってワイン造りの技を
継承してきた生産者協同組合です。

この非常に独特なテロワールは、花崗岩質の土壌が分解して生じた砂質土壌で構成されており、「ゴア」と
呼ばれる砂地を形成しています。さらに、急峻な丘陵地帯では、浅く石の多い土壌のため、ブドウはガメイ
種が好むこの貧弱なテロワールから栄養を吸収せざるを得ません。

今日、430ヘクタールのブドウ畑を所有しています。その畑は、様々なアペラシオン
（ボジョレー・ヴィラージュ、ブルイィー、コート・ド・ブルイィー、フルーリーなど）と様々な
ブドウ品種（シャルドネ、ガメイ、ピノ・ノワール、ヴィオニエなど）にまたがり、栽培されて
います。これらの畑の大部分は、HVE3（高環境価値）認証を取得しています。

• GOLD MEDAL 2023
• GREAT GOLD MEDAL 2022
• GOLD MEDAL 2021
• GOLD MEDAL 2019
• GOLD MEDAL 2018
• GREAT GOLD MEDAL 2014
• GREAT GOLD MEDAL 2013
• GOLD MEDAL 2012
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❖ボージョレ・ヴィラージュ地区でも、独特な恵まれたテロワール
❖テロワールと卓越した知識・経験がもたらす「職人品質」
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